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第26回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　次　第

日時　　　昭和51年10月20日㈹　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題

　。　国際海事衛星システム（インマルサット）の設立に

　　関する第5回政府閥会議の概要について（報告）・

　（説明者　郵政省電波監理局電気通信参事官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日高英実）

資料

　委26－1・第25回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　委26－2　国際海事衛星システム（インマルサット）の

　　　　　　　設立に関する第5回政府間会議の概要について

（参考配布） ・　昭和51年度8～9月期にお・ける

　ロケット打上げ結果の評価について
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委26一丑

　　　　第25回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　議　事　要　旨

日時　　　昭和51年10月6日㈱　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題

（1）、昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果

　について（報告）

（2）昭和51年度8～9月期にお・けるロケット二半げ結果の

　評価について

資料

委25－1　第24回宇宙開発委員会。（定例会議）議事要旨

委25－2　三一4SC一二4号機の実験報告

委25－5　TT－210型ロケット5号機打上げ結果の概要

委25－4　昭和51年度8～9月期心おけるロケット打上げ

　　　　　　結果の評価について鍵

出席者

　宇宙開発委員会黍員長代理　　　　　縞　島　　噸毅

　　　〃　　　　　〃　　　　　　　　吉　識　雅　夫

　　　〃　　　　　〃　　　　・　　　　八　藤　凍　禧

　　　〃　　〃　・　・　　斎藤成文
説明者

　東京大学宇宙航空研究所教授　　　　　野　村．民　也

　　　〃　〃．’　〃　．　林　 友直

　　　　　　　　　　　　（o

　宇宙開発事業団理事

　　　〃　　　　打上管制部長

関係省庁職員等

　科学技術事務次官

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　暴官官房参事官

　気象庁総務部長

　海上保安庁総務部長

　郵政省電波監理局審議官

　建設省大臣官房技術参畢官

　東京大学字宙航i空研究所

　字宙開発事業団

　　　〃

事務局

　　　〃

6　議事要旨

（1）前回議事要旨について．

科学技術庁研究調整局宇宙企画諜長

　　　　　　　　　　宇宙国際課長

高　田茂　倭

村　尾　忠　義

久良知　章　吾

園　山　重　道

佐　伯　宗　治

宇津木　　　巌

　（代玲高谷）

鈴　木　　　登

　（〃　＝黒川）

門　田　．　博

　（〃　・甕）

細．川　弥　重

　（〃咀．r渡辺）

高　瀬　　　修

平　野　睦　弘

林　　　英之介

伊　藤　栄　一

三　浦　　　信他

序24回宇宙協発委員会（定例会議）議事要旨が確認され’ ｽb
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（2）昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果につら

　て（報告）

　①　東京大学宇宙航空研究所

　　　東京大学宇宙航空研究所の野村民也及び林友直両教授から

　　資料委25－2に基づいて説明が行われたのち、以下の質疑

　　応答が行われた。

　吉識：ロールの原因となる外力は空気力のみか・

　林：尾翼取付けの．ミスアライメントによるii慧気力がロールの主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　因である。SMRσ作動中はロール角を10以内に押える

　　　ように制御するが、作動終了後はナチュラル●スピンを行

　　　つている。

　網島：SMRCは相当長く燃焼するのか。

　野村：これは端面燃焼で、燃焼時間は約40秒であ為。

　網島：前回問題となった離瞠コネクタを抜くときには、電源は

　　　自動的に切れるのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　林3手動で行うが、手順書どおりに進めれば問題はない。また、

　　　電源が切れたことを表示するようにもなっている。　’一

〇②　宇宙開発事業団

　　　宇：宙開発事業団の高田茂俊理事及び村尾忠義打上管制部畏

　　から資料委25－5に基づいて説明が行われたのち、以下の

　　質疑応答が行われた。・

　網島：前回の打上げの時は停電という事態が発生したが、電源

　　　の故障について何か実験を行ったのか。

ω

　高田：今回の打上げは自家発電で行い、別に実験は行わなかつ

　　　た。

　網島：宇宙ケ丘からランチヤがみえないと聞いているが、レー

　　　ダの追尾上問題ぱないか。・

　高田・2回予備試験を行っているので・だいじょうぶと考えて

　　　いる。

　細島：電波の伝わり方の季節による変化も調べた方がよい・

（3）昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果の評価

　について

　　事務局から資料委25一・4に基づいて説明が行われたのち、

　宇宙開発事業団が昭和51年度8～9月期に行ったロケットの

　打上げについては、今回特に技術部会に審議を付託する必要は

　ないが、決定の表現等については委員長代理に一任され、技術

　部会への審議付託か決定された。
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昭和51年度8～9月期における七ケッ’ト

打上げ結果の評価について

●

昭和51年10月6日
宇宙開発委員会
　　決　　　定 ●

●

　昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果を評価す

るため、次により調査審議を行うものとする。

工　東京大学字宙航空研究所声息つた「昭和51年度第1次観測

　ロケット実験」の結果（科学観測の結果を除く）を評価するた

　めに必要な技術的事項について調査審議を行う。

　・なお、宇宙開発事業団が昭和51年度8～9月期に行ったロ

　ケットの打上げについては＼その目的等にかんがみ・今回は調

査審議を行わない。

2　1の調査審議は、技術部会において行い、昭和51年11月

末までに終えることを目途とする。

●’



　　　　　　　　　　　　　　　　　’　1　　　、・　　　・，．　　　一一二　…　’　　・．”一一一・　◎　　『

・　　、・・，’，．，・．．　．．∵’ド㍗　一1・一一　’・，己’一こ』∵▽　　　’　．，

　　　・．声∵￥．そ嘩曝）ぞll’・．こ1・㍗・：ご’1陰・ご．を，．∵1㌦　●

　　　　　　　　！耳・．マ灘ssの寸話＝二才る寒さ擬討藪に：フ、・てみ三巴■・．・

一一
@ノ　’、：lfη尽S3＜回田曾・吋Pぬ蝕ツSa輔3t冥応・）貌儲た．／

　　　・　1∴鳩懸三豊審翻慰藩鍵騎蝶二三記

　　　　　　　　　∫・でゆゆに轡廓ρ隅？鋼二螂飾腫のて際鱗てい翻∴
’． @　　　　　　か遡の七七薙諮駕とッマεま触塘㌻雛鱗），寄ちに，ンk寵臣亙どごよっマ蒲足　・，’

　　　　　　　　じ二四志ま矯’メ躍薬内臨“四民加鰍テ㌧タ∴’・∫
　　・◎
　　　　　　　　　　欝ρ穿糟畔讐轡『誉1樫茸脚多望即獅∵，

　　　　　　　　　　　　孝四民3無5’搾79早にz偲がフ「町回sき町上こ聲毎画て回る嵐． ・’

　　　　　　　　　’茅足勢車蹄瓠域群二三網鉾享1藩マ助と灘両三で躍？φ1露が∫

　　　　　　　　㌧1：ノ解耀凋雛‘ず姻轟3Aと噸禰5⑳点播響の
　　　　　　　　∫・魔隼かあ争・．’ン　’『ン’．・・’：・．．”，・1∫＝，’∫・．．61、

電　　∫・忌Ll㌃・τlll’じ・＼二匹㌧・．ll・㌔，曇阻，．1・㍉∫豪1’、

　　●
　　　　　　　　　・三’．、1二・ゼ！：ll∵既．・・．．・層∴∫二：・℃・＼，・囚・．・，’1∴’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　’”・門＝
　　し

・
ゼ

響

　

■

1亙・・

1∵　　　’　…ジ　｛

　　「「爆副　　・・

●

o　　　　　　　．　　　　　　O　　　　　　　　　　o　　　　　．o

ノ

7
■

0

σ　　　　　　　　　　．　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　．噛．．　で．　　　　　　　　　　　　　　靴一

　　　　．二1・’■・”．・’・．㌧’．，．』’，！▽・1∴　　・1・，9’∫・　∂

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　の　ロ　コ　　　　　　　ヤ　ロ　　　　　　　ロ　ド

　　　㌧㌔回診罫サ1で脚㍗Flごつ‘1でρ1線ll、・”ll：1∵”、…一●’，

．㌻誘灘魏：㊥慨ト艶∵ざ㌧∫㍑．・

　　　㌃③β二四テープ’レ・”・『’㌧．．：層・こP回，・’・．，・1

　　　’．③ペイ・補講賜畷蓼置ψ雪ゆの＿・．．一F．・・．
　　　●・ 　④　1弓杖言忌’　　、　　　・　　，　・　，　．　．　　’・　　’　．馬’弗　，『・

　　　．…耕そスへ．函湖レ蒔づ纏鮒糊騨酢御刀て驚蓬

　　∫・，〕四隅罐田面綱こ”4？解代ゆ岬碕鮒笥と思鰍課し
　　　　　　借物繍鋤睡の三二楓’，・1　㍉・：・・’、’『●p’
　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　

　　　．．　　．　　　　　　　・・噸…　1．．’　．　．　1　巳．’・　’●　・　”・’＿・’．

　　　　侮スケジ到レ・㍉　・．詮’今z鑓轟●舘．認’四三錦　、
　　　　　・ρ糠梵帯解置4》整蒲・ゼ，

　　　　ジ。屈寒諌簿

　　　’∴　’σ1重要：蔑，ザクンラ㌣ツグむクう婆・．

　　　　　。δ軸安定サク満ンクセク～’ト．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊦㌧　，

　　　　㌧bペイ鐸一ド野望切場　　’．

　　　　㌶’、三二取三二舜～　　　　　・

　　　　・献瑚料実｛痴豹ウンデ矛ング，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．玉

　　　　　、砂型纏δの麺飽：蜘、 　　　　　　　　　　　　蓄吝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1
　　　　　．・㍑，・1ン1ン湯ll・’二・1∫・，∫1迂1崇’・’・∫デ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　ヒリ　　　　　　　　　ロロ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コし　　　　　　　　　　　　　　び　　ヒ　　　コ　　　　　　　ノ
　　　㌧・・ン．∵∵∵1・，．■∫1．・．’1．∵’い．iジ．1．．．．・1●’1．’1二

’　・・1∴『．．1，∴∴、＿．1．．一∴．’，．．’、㌃1：．．．∴．’：，・・1．．・甲・’、∫∫”1．　’∴一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　ぐ　コ　　　コ　　ニ　　　　　　　サ　ド　　　　コロ　　ワ　ロ　　ヨ
　　●1．’ピ．，．、・・’∫．1く「1＿’1．，．仁・’”，・．∫．’一・・、．．一・，’・9

　　　・　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　’　・．9　　　　1・’・9　’1　，，●　　　　　一…
　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　，3．有人縮行馨1細葉に画趣5野卑につ’いての農葉・㌦’1＼、，．　・・1、忌，

　　　　　　　　ち　　コ　　たロ　　　　　　　リ　　　　ヘ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　 　　　　　　　　　ロ　　

　　　　　　　ロ　し　　　ロ　コ　　レ　コ　　　　　　コロ　　コ　　　ロ　　ロ　ヤ　　　ロ

’・一
C・
Pジ鯉雛，：○’．㌃’．・1ジ・◎’∫…　1’一‘’弓i’，

・　＝．・樋酵舗職蜘ま・四丁．欄簸．擁フ劾の晶晶威
・　．〕’1●’，緬融翻す筒工漏劔穿幽’鵬簾御器1撫すづ蹴と推ゲ

　　　　　　・’∫・．ズそで臓こ総て＝．買弘グトの薦雛，二二坊尺素1面する凝離・，

　　　　　　．，●湾鯵蛎躰にみ・て1門門御購灘搬斑琴た療惣鄭　

層・㌧ ｯ調緬．鱗漁撹L総記勅描眺三献雛惣鮒忌物．
●’噛

潤E団団燃‡嚇て備腿慈雌癬，㌃1・
　　　　　　．㌦1・・蓄艶歌雛嶋ヨ撚伽灘廟郷熾臥麹ぞガ蹴
　　　　　　・’・・移解レプシス私傭読響鋤盛期。0唾励膿ノド1＝晶篇’

　　　　　・1・’て慢歌騰3聯麟｝騰魅欝ラセト讐・磁波吻鰍舗∴．・、

　　　　　　．．『’雛懲嚇畷徽協サ灘鰍シxテ鰯脚メンタ殊捻「
　　　　　　・．よぐ・どγ論難聯’．一方’塩冶無電よ番鰍嚇縮の能力脇詰

　　　　　　・ン・’∴・蝋と無調よ野饗断鱗繍こ沙《“鰍・・’．1一・噸『，

　　　　　　　　三．臥融融勢た醜ご寧撫デ・坤イ灘醜降嫁’．・

　　　　　　　に撚湖藩邸・鱗シス弘㈱端勘雌と膨畑tら敏．，
．・ @．．．・．1卿ま樹驚痴話轍晦倣陣撫・多磯初、，・
　　○　∴、1・．ぐ獣ど血塊蹄・・∴1＿ド，　二「…1・・．・＼・．・．1’，

　　　　　二・一1”．・．て・ド∴’∫．．．・・’1・’・、、　＼　＝…．’一．’

　　　　　　…一・．・ 　．．㍑、．．・’・．’．，・19・・1・∴1 ．・・ D・も・

　　　　　　　r｛z》．蘇櫛∴’・．’1’1・ゾ・9・・，・：，…’㌦●・’・・

　　　　　　ll．’．・．2趣獅鰭ラユ乏箏蘇編鵬入二二畑マうむ．鮪脇謡．
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゴ・’…●・1鯖購♪摺2脚・無動蹄に鋤隷多力沼動は灘幽綱澱．一’・
　　　　　’∫…鯉鞠・人窪顛瑚こ瀬鞭甥’、5勉裾艶灘で卿蜘艇

　　　　　　’1：・’聯・’｝四則翻ジぷ細軟堀醐瑚聯う購た∴
　　　　　マ』∴’∫・聯薦人嚇す5錫命の藩艇テr夕とε噛垂励葡。しぜ綴．●，，

　　　　　∫’．こ航職人脚づ鞭乞鰯編・麟纐粥嬢テラと購r・」、1・・

　　　　　’想。糎啄や膨ご漉瀬穿への灘雛参凱四三謝‘癖
　　　　　　窓．セー二～働難學φ田下鰍麟マ吋玉癬痴’三’
　　　　　1∫1．＿‘・、9∫1、．・‘・・．1∴二伶・一1’・：．…，1’．1・’∫’．・∫ll二［1．・㌦’〕．

　　　　・．；　1’＝　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・ @　　　　一　　，　富．、
　　　5　　　’言
　　　．　　　●　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　●
　　　．螂ケ澱胆．

　　．iポ才τ上｛伽悔三三性
　　　　　　向虹1＝離旧記：

　　　　・三内蛉鰹即功の1
　　／梼三二．・

　　　　・三夕｝齢盤蒋鐙づ
　　　　・庸潮捲

　　　　・．宰離．薦廓レギ嗣
　　　’．　層擢ε子、シー」レド毅」臨）　’

　　　　　．贈懸爪’

　　。　　．ρ喬3肉環堆胸稽繊支鑑

　　　　一・の石謡扇揃凝～　・

　　　　・権雛舶臓棚の
　　　　　下舵痔膳

　　　∫》スペ㌦スシ望棚雪あ．

　　　　　人旧満州騨実鞭．
　　　　　・へ砂渉加　．’・

　　　　：識勲賞P1

　　　　亀　　　　　　　・　　　，　　　　　　　　　　　　　　　．　　　艦　　　　　　　亀噛

　　　　ロノ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　サ　ロの

　　　　　・　’・㌧．　∴
　　　　　　　’　・，　　’　　」L

　　　　　‘　　　　　　　　　　　　．　　　　・　　　．

　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　㌧
　　　　　・

　　　●　　　　　●　　　。　　　　　　　　　　’

　　　・、　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　、

　　　　　ノ

　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●’

　　　　ノ

　　　　ト　．願

　■
　　　　　　　　●
　　　・

　　　　　、

51，　。舘

　　　，

　　　　　　　　1

　　　　　　　　■
　　　　　　　く

　　9　　‘

　　≒」〆クー

、　　　　　層

ﾓ
1研舞 ’r揃

　・　　　　　　　　　　　’

?h1，幽　　　　　・

@曹 ．

…牲

＝
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

卵@’
　●　　　　　　　’

A　　、 襯
　　　　垂U・』

@　　寂●

e．

’　　　　・’．

r　　　’

　
　
　
∵
●

，　　　　　，

　　●[．” 噸
，

99’

@・廟 6　　　　1　　　望
｛
． ’，@注

・　・ 顧

●　　　　’

層　．・　　　　　　　　　　　　’

，

。謹＿ ’趣潔覧
．■．

鴨

9

デ ，
・

■　　　　　　．　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　●

@　　o
…』窺＿触凝’ 襯≦捲　　嚇 ・　、

● ・　．

●　　　9

E惑・

研兜’鯛駒圏■「暢

ら ’・

@磁
　　　，

●

・
●，

，　　　　　り　暫

’
’

　o@　．「v
羅　鍵

卜ρ　」 …
．、 @　　　　　　　　　　　　．　　　9　『

邑■

o．
@　、　　　■

、　．

・　　．

r　　■　　　　　　・　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

馬　　　『 ●　　　　　　　　，　　　．　　　．　　● 」 「　’

．　　　　　‘　　　P

●　　、 ．1ユ4 　，竃

@　　，翌ﾌ聾糞．
・耀醗　・　’∫・1

暢
●，　　　　　　　　　」「　．　　の　　，

じ

一，　　　　　　　昌
・’・

P
・ 　

　
5
．

、　　　　　　　　■　　，

E

．

　　　　　　　　　　　b鴨　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　

　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　’
　　　　　　　　“　　．8　　　　　　　　　　■　　’

　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　ロ　　　　　　　　　　　し
夢．壽　．7σ　髭∴・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．；i

　　　　　　．　　　．　　　　O

　　　　f　　　　　　　．

　　　　　’　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

．　　　　　　　　一

　℃
　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　o



、

●

●

ρ

　　国矢面循易ス弘（イン蜘砂トフ縁外蛎ろ＿ゴ
ー＿＿＿ン弐r9＠謎謎直蹴球〃1禾醜ド，ゴフ賦＿＿＿＿＿＿＿＿～＿

／∴二

二盗』齋画及罐互匁貢鑑

回向∫顛伽婿頭熱或lgl顔コ1二二

ん吻宿一掴痩と＝工図ω鱗1．

＿＿＿一＿＿＿5フ．！ρ。2ρ

．．＿一．＿ 諱Q、，
D塗

　　　　　　・一読●

一二」一触ダ聯関訂∵ル罪爾蘇庸約／稲

．＿＿＿嶺殊∵一尺、凹・臥両一（臓r・少天子∬．

＿5z．ノ宏教牢罐　　＿＿

＿．．＿
ﾌ恩多〃｝1経甑

　　づ∵漆搾漁啄！門出勘赤z・1勾歪嬬肉犠で聯釈門
　　　マ…冴軸力・グ伝瀕の賜嵐ご稗釈も閉的し一しマ～嗣イ螢幽R

も〃プで、．一～彰雨蓋白び、　．＿．＿＿＿・　一

一一一

　　　　　　．（ラ）用田

め多茨14肉！する獄笥じ佑てい乖℃っろ、柔固づレ閃観免珍’

r剛襯勧1晦・クウェー隔同励繍埴笏

確仰141フい久1二士ピ弗エク露≦矯が劾、島力霞↓～斥、

N。・C－1．481　1”ピ唱騒

鰹、吋「州塘噸『・叩～騨轡・．・・
＿・・画r；一一噌風岬饗一押一”・．贈、画一瞥・鞭搾r㌘想，

30x22

離の一’｛ h←岬”



、

●
・

●

茄　　2．．

＿＿＿＿溺く！7、へ嬬％千の．aイうしPぐあフ1誌のの貌易1《互レ、な約及かψ

　＝⊥一＝耳重盗絶砿らび侭御承応1歪隠釦！一乗で』索出ぐ甑徐∴．∴一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ一1・∫．三ら弊屋犠奪康治萄τ富田転一 N亘’参6身後4彪匹田ll・

．…．＿．⊥4’7企嗣の《私やf2墜1《易亀．Lを致多ε終5レ匹一こ＿

邑．．三111至こ1ラを濡ボそ1論議’謬ケ豆南冨灘帯素ろ効π而1

，＿◎同門蘇．庫杉」ζノ之力・岡が昇田子学名宏一ρ一∴．一．＿一一，＿

てz）一歩琢鰍ぐ課一一……一一一・一一∵…一一…一一一一＿

　…了．∵一ヂ斜なド舌可多弔纏；権っ制骸一一一一一一＿一＿．、＿＿ご

’1⊥こ⊥∴（÷ジ扱感心あ払彪宅∫2紗～贈爵ジ∫＝口三lll二ll二三1二，．噺門

∴⑩覇鰹四十解呼マ｛慨の一州燭5
　　　　一年惚灘葛蒙露懸盤雛密忽蔑で隔る一・

　　イ、鰯啓　　　　　　＿　・’
　　　　謀ラ及が逢浦伽髭」噸碍を何サクし、ぴ葦レ外山．．

　　ウ．閉擁
　　　　爾擁じ漉すろ賜・更惇穀17づ噂銭椿むぐでき2ρ・シ侵爾

　　　㍉す多肉鰍吃髭りるづ比有っ7（。

　　エ・柔1笏縣つ劇穿兇自家観是

　　　　／、∠，レッ名（’復穿両賓歓あ窄D」“らる
NO．　C－1481　　リコピー用菱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・30x22

P・・1哩馬轡榊鰐『『’門’【磐甥『・へ　『r鞠卿「　7際轡ノ幽▽「「‘
9雀　　　，7ド　・　監

　6



一』’ろ艦一　」　L’冨’一　『一書7　、」　　’

、

●

●

一＿．．

@＿衡象で朽がドあ宿贈冷！おふの乏め舞加）」脅修珂多二
．一＿一＿．，＿勿1を．jZ礁＿タ惣卵1フく。＿

＿．＿＿才，＿．クラェ斗め繍畝資穿り三更一　一「＿．，　∫一｝｝一一

　　蕾＿～細臆し仏一一薦〆乏パ鐘鵬姻多生賦
　　　　　み姻〆で多門さ↓なし＿＿一　　　　　　　　　　　　㍉、

．＿⊃多・

L二四野藷驚威こ［1三ダ海門1自ll／〃厩脇を癖．．

…一τ＿豚、簸なへの痂碑し込残物倒2肺しすろ叱
　　　　」σぐ徽卵τ（。一＿一

’
「

NO・C騨1 ､81　リ北“骸

鯉轡倒穿「　　　　》ゲ猟警ご惣・囎・曙塑．雪一・1、

　　　　　　　　　　　　　　　　30×22

、．軽や卿．党遍掃立止山盛三三轡遮㍗蟹聾、ζ．卿蔽．；二二枯毒二篇二上＝亭二脚


